
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】

芝生植栽枠内に、腐敗
し難いヒノキ、スギ又はユーカリの樹皮、及びヤシガラの粉砕品の中から選択された１種
以上よりなる土壌を敷き、該土壌の上に

不陸防止のため 持体を敷設し、
その上に前記土壌を敷 特徴とする

芝生施工方法。
【請求項２】
前記芝生植栽枠の底部及び周囲に、断熱材を設けたことを特徴とする請求項 記載の芝生
施工方法。
【請求項３】
前記土壌は、腐敗し難いヒノキ、スギ又はユーカリの樹皮、及びヤシガラの粉砕品の中か
ら選択された１種以上のもの同士がバインダーにより固定されていないことを特徴とする
請求項１ 記載の芝生施工方法。
【請求項４】
張芝される芝生が、コウライシバ、ノシバ、エルトロ、みやこ、バミューダグラス、ティ
フトン芝等の暖地型芝草であることを特徴とする請求項 記載の芝生施
工方法。
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温床線、温水パイプ、温風パイプ又は灌水パイプを地中に埋め込んで地温を０℃以上に高
めることにより、芝生の冬枯れを防止する芝生施工方法であって、

、温床線、温水パイプ、温風パイプ又は灌水パイ
プを通せるように加工された、 の支 該支持体に温床線、温
水パイプ、温風パイプ又は灌水パイプを通し、 くことを

１

または２

１～３のいずれかに



【発明の詳細な説明】
【０００１】
　本発明は冬枯れする暖地型芝生に地温を高めることより冬枯れを防ぎ、暖地型芝生でエ
バーグリーン化を計り、腐敗し難い樹皮を土壌に用い根張りをよくして、かつ芝生の土壌
病害虫を抑える室内天然芝スポーツグランド新規施工方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　エバーグリーン化といえば洋芝と決まっていた。最近、サッカーが盛んになるにつれ、
ドーム内で天然芝施工が増え、エバーグリーン化のために洋芝が採用されている。しかし
、洋芝は塞地型であり高温多湿な日本の梅雨期には発病し、ドーム内ではこれに日照不足
も加わり、その維持管理に莫大な費用と労力をかけていた。また、土壌も砂床土が主流で
、重く根張りも悪くはげ芝生グランドとなっていた。
【０００３】
【課題を解決するための手段】
　コウライシバ、ノシバで代表される暖地型芝生は冬枯れするのは当たり前との常識があ
り、この暖地型芝生でエバーグリーン化を計る試みはこれまでになかった。
【０００４】
　本発明は、暖地型芝生はなぜ冬枯れするのかについて鋭意研究を重ねた結果、冬枯れの
原因は気温でなく地温であることを発明した。本発明の土壌は断熱性が高く、少ないエネ
ルギーで地温を高めることが出来る利点があり、併せて軽量で根張りの良い、ドーム内天
然芝生グランドをメンテナンスのし易い暖地型芝生で可能とした。
【０００５】
　すなわち、本発明は下記の芝生施工方法に係るものである。
　

　

　

　

【０００６】
　樹皮の大きさは使用目的により任意で変えることができる。通常は繊維長が好ましくは
３ｃｍ以下であり、単に貯水または排水のみ目的の時は５ｃｍ以下が望ましい。
【０００７】
　肥料は灌水と共に施用出来る液肥が望ましい。費用及び設備を必要としない綬効性粒状
肥料を芝生の上から施肥することもできる。
【０００８】
　支持体の中に樹皮粉砕品の繊維状土壌を充てんすることが難しい時は、カヌマ土の粉砕
品を混ぜたりして流動性を増して施工することも出来る。地温の上昇のエネルギーは電気
による温床線でも温水パイプ又は温風方式で何れでもよい。
【０００９】
　本発明の土壌は、天然の殺菌力があるために水は腐敗せず、芝生の根腐菌も殺す作用が
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１．温床線、温水パイプ、温風パイプ又は灌水パイプを地中に埋め込んで地温を０℃以
上に高めることにより、芝生の冬枯れを防止する芝生施工方法であって、芝生植栽枠内に
、腐敗し難いヒノキ、スギ又はユーカリの樹皮、及びヤシガラの粉砕品の中から選択され
た１種以上よりなる土壌を敷き、該土壌の上に、温床線、温水パイプ、温風パイプ又は灌
水パイプを通せるように加工された、不陸防止のための支持体を敷設し、該支持体に温床
線、温水パイプ、温風パイプ又は灌水パイプを通し、その上に前記土壌を敷くことを特徴
とする芝生施工方法。

２．前記芝生植栽枠の底部及び周囲に、断熱材を設けたことを特徴とする請求項１記載
の芝生施工方法。

３．前記土壌は、腐敗し難いヒノキ、スギ又はユーカリの樹皮、及びヤシガラの粉砕品
の中から選択された１種以上のもの同士がバインダーにより固定されていないことを特徴
とする請求項１または２記載の芝生施工方法。

４．張芝される芝生が、コウライシバ、ノシバ、エルトロ、みやこ、バミューダグラス
、ティフトン芝等の暖地型芝草であることを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の
芝生施工方法。



あるため、雨水の利用やくり返し利用出来る利点を持つ、無論この技術は従来の塞地型芝
生にも利用でき、冬期の根張りをより多くしてはげを防ぐこともできる。室内、ドーム内
の芝生に限らず外のグランド、広場の芝生に利用できる。暖地型芝生の張芝は土の代わり
に本発明の腐敗し難い樹皮粉砕品で栽培した芝生及び張芝が軽く、根張りがよく、冷え難
いので、更には本発明土壌は天然の殺菌力により腐敗を防ぎ、悪臭の発生を抑え、加えて
積極的な脱臭力によりドーム内芝生施工に最適なものとした。
【００１０】
　腐敗し難い樹皮の中に保水性を高めたり、施工性を改良するため焼却灰、炭、活性炭や
多孔性の無機体である珪藻土、カヌマ土、軽石等を混ぜることができる。不朽性樹皮土壌
はクッション性が大きいために、サッカー等のスポーツは不向きな点は支持体を埋め込む
ことより解決した。この支持体に温床線、温水パイプ、灌水パイプ又はチューブを通すこ
とによりこれらを競技者のスパイクから守ることも出来た。不陸を厳しく規制する必要の
ない時は支持体を省くことは出来る。
【００１１】
【作用】
　上記のように構成されたニュー・エバーグリーンシステムで施工すると、低コストでメ
ンテナンスの楽なはげ難いエバーグリーンのドーム内天然芝生グランドが得られる。暖地
型芝生の日本芝生はなぜ冬枯れするのかについて鋭意研究したところ気温でなく意外にも
地温であることを発明した。ドーム内又は屋外において夏の気温を保つことは現実問題と
してコスト的に不可能であるが、局部的な地温を保つことはコスト的に技術的に可能であ
る。使用目的、外気温により若干の差はあるが０℃以上、好ましくは５℃以上の地温を保
つのが望ましい。日本芝生なら冬枯れを防げ、洋芝生ならば、冬期でも芝生根の活動を活
発にしはげ難いエバーグリーン化が計れる。
【００１２】
　また、不朽性樹皮の繊維状土壌のため気相率が高く、根張りに優れ、はげ難い芝生グラ
ンドとなる。欠点として気相率が高いため、クッション性が大きくまた、不陸できやすい
ため、芝生支持体を入れる。温床線、温水パイプや灌水チューブもこの支持体の中に入れ
、プレーヤーの跳足から併せて保灌する。
【００１３】
【発明の実施の形態】
　（１）＜実施例１＞
　底部より５ｃｍ上がったところにオーバーフロー用排水口を設けた芝生植栽枠の底部及
び周囲は発泡スチロール板で断熱し、ヒノキ、スギ樹皮粉砕品（２ｃｍ以下７５％以上）
を転圧しながら約１０ｃｍの厚さに敷き均す。その上に予め温床線、灌水パイプを通せる
ように加工したターフパーキング［（株）ギアテック社製］を敷設し、温床線、灌水チュ
ーブを通し、その上にヒノキ、スギ、樹皮粉砕品（１ｃｍ以下７５％以上）を約５ｃｍの
厚さに転圧しながら敷き均し、土の代わりに主にヒノキ、スギ、樹皮粉砕品で作ったみや
こを張芝をする。緩効性肥料を１ｍ２ 当たり１００ｇ張芝の上に施肥し目土をして散水す
る。灌水パイプには液肥を混入する装置を連結して、灌水と共に液肥を施肥する。このよ
うにしてドーム内天然芝のエバーグリーンを作る。
【００１４】
　（２）＜実施例２＞
　底部より５ｃｍ上がったところにオーバーフロー用排水口を設けた芝生植栽枠の底部及
び周囲は発泡スチロール板で断熱し、スギ樹皮粉砕品（１ｃｍ以下７５％以上）を転圧し
たら約１０ｃｍの厚さに敷き均す。その上に予め温床線、灌水パイプを通せるように加工
したターフパーキング［（株）ギアテック社製］を敷設し、温床線、灌水チューブを通し
、その上にスギ樹皮粉砕品（１ｃｍ以下７５％以上）を約５ｃｍの厚さに転圧しながら敷
き均し、コウライシバを張芝する。緩効性肥料を１ｍ２ 当たり１００ｇ張芝の上に施肥し
目土をして散水する。灌水パイプには液肥を混入する装置を連結して、灌水と共に液肥を
施肥する。このようにして屋外天然芝のエバーグリーンを作る。
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【００１５】
　（３）＜実施例３＞
　底部より５ｃｍ上がったところにオーバーフロー用排水口を設けた芝生植栽枠の底部及
び周囲は発泡スチロール板で断熱し、ヤシガラ粉砕品（１ｃｍ以下３５％以上）を転圧し
たら約１０ｃｍの厚さに敷き均す。その上に予め温床線、灌水パイプを通せるように加工
したターフパーキング［（株）ギアテック社製］を敷設し、温床線、灌水チューブを通し
、その上にヤシガラ粉砕品（１ｃｍ以下７５％以上）を約１５ｃｍの厚さに転圧しながら
敷き均し、土の代わりに主にヤシガラ粉砕品で作ったコライシバを張芝をする。緩効性肥
料を１ｍ２ 当たり１００ｇ張芝の上に施肥し目土をして散水する。灌水パイプには液肥を
混する装置を連結して灌水と共に液肥を施肥する。
【００１６】
　（４）＜実施例４＞
　底部より５ｃｍ上がったところにオーバーフロー用排水口を設けた芝生植栽枠の底部及
び周囲は発泡スチロール板で断熱し、スギ樹皮、ヤシガラの等量混合物の粉砕品（１ｃｍ
以下４５％以上）を転圧しながら約２０ｃｍの厚さに敷き均す。その上に予め温床線、灌
水パイプを通せるように加工したターフパーキング［（株）ギアテック社製］を敷設し、
温床線、灌水チューブを通し、その上にスギ樹皮、ヤシガラの等量混合物の粉砕品（１ｃ
ｍ以下４５％以上）を約５ｃｍの厚さに転圧しながら敷き均し、土の代わりに主にスギ樹
皮粉砕品で作ったコウライシバを張芝をする。緩効性肥料を１ｍ２ 当たり１００ｇ張芝の
上に施肥し目土をして散水する。灌水パイプには液肥を混入する装置を連結して灌水と共
に液肥を施肥する。このようにしてドーム内天然芝のエバーグリーングランドを作る。
【００１７】
　（５）＜実施例５＞
　底部より５ｃｍ上がったところにオーバーフロー用排水口を設けた芝生植栽枠の底部及
び周囲は発泡スチロール板で断熱し、スギ樹皮粉砕品（１ｃｍ以下７５％以上）を転圧し
たら約２０ｃｍの厚さに敷き均す。その上に予め温床線、灌水パイプを通せるように加工
したターフパーキング［（株）ギアテック社製］を敷設し、温床線、灌水チューブを通し
、ターフパーキングの隙間にはカヌマ土５０％を含むスキ樹皮粉砕品をつめ、その上にス
ギ樹皮粉砕品（１ｃｍ以下７５％以上）を約５ｃｍの厚さに転圧しながら敷き均し、土の
代わりに主にスギ樹皮粉砕品で作ったコウライシバを張芝をする。緩効性肥料を１ｍ２ 当
たり１００ｇ張芝の上に施肥し目土をして散水する。灌水パイプには液肥を混入する装置
を連結して灌水と共に液肥を施肥する。このようにしてドーム内天然芝のエバーグリーン
グランドを作る。
【００１８】
　（６）＜実施例６＞
　底部より３ｃｍ上がったところにオーバーフロー用排水口を設けた芝生植栽枠の底部及
び周囲は発泡スチロール板で断熱し、ヒノキ、スギ樹皮粉砕品（１ｃｍ以下５０％以上）
を転圧したら約３０ｃｍの厚さに敷均す 。その上に予め温水パイプ、灌水パイプを通せ
るように加工したポリエチレン製支持体を敷設し、温水パイプ、灌水チューブを通し、そ
の上に木灰５％を含むヒノキ、スギ樹皮粉砕品（１ｃｍ以下５０％以上）を約１０ｃｍの
厚さに転圧したら敷き均し、土の代わりに主にスギ樹皮粉砕品で作ったノシバを張芝をす
る。緩効性肥料を１ｍ２ 当たり５０ｇ張芝の上に施肥し目土をして散水する。灌水パイプ
には液肥を混する装置を連結して灌水と共に液肥を施肥する。このようにして室内天然芝
のエバーグリーンのローンテニス場を作る。
【００１９】
　（７）＜実施例７＞
　底部より３ｃｍ上がったところにオーバーフロー用排水口を設けた芝生植栽枠の底部及
び周囲は発泡スチロール板で断熱し、スギ樹皮粉砕品（１ｃｍ以下７５％以上）を転圧し
たら約２０ｃｍの厚さに敷き 温水パイプ、灌水チューブを埋め込み、コウライ張芝
をする。緩効性肥料を１ｍ２ 当たり１００ｇ張芝の上に施肥し目土をして散水する。灌水
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る

均し、



パイプには液肥を混する装置を連結して灌水と共に液肥を施肥する。このようにして年中
緑の庭園を作る。
【００２０】
　（８）＜従来技術＞
　１．対照－１砂床上に灌水パイプを埋め込み、コウライシバを張芝して施肥し目土をし
てドーム内シバグランドを作る。
　２．対照－２砂床上に灌水パイプを埋設し、ピートモスで土壌改良し洋芝を播種する。
【発明の効果】
　発明は以上説明したように構成されているので、次に記載するような効果を奏する。
【００２１】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００２２】
　＜測定条件及び結果＞
　実験的に試作した開閉型ドーム内に本発明及び従来工法品を設置して、１年６ヶ月設置
した１月末芝生の緑葉性・発病性・地温・芝生のハゲ程度を測定した。その結果、本発明
によるものは、全く冬枯れせず、美しい緑葉を持ち、発病せずハゲ難い芝生グランドを創
出した。従来工法は全て冬枯れし、又発病し、緑葉は確認出来なかった。
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